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リンパ浮腫のセルフケアは患者の負担が大きい

　乳がん術後リンパ浮腫は、乳がん術後に生じる二次性のリンパ浮腫で、罹
患後の患者の生活に大きな影響を与える疾患です。乳がん患者の増加と共
に、その数は増加してきているといわれています。リンパ浮腫治療には複合
理学療法が用いられますが、浮腫の悪化を防ぐため、また治療効果の維持の
ために、患者にはさらに自宅でのリンパ浮腫管理が求められています。しか
し、乳がん治療とリンパ浮腫管理を同時に行わなければならない患者の負担
は大きく、実際に患者からもセルフケアの大変さを聞いています。そこで、継
続できるセルフケアを考えていくことを目的に研究に取り組みたいと考え
ています。

研究内容

リンパ浮腫のセルフケアを確立するための基礎研究

　これまでの研究では、MR装置を用いて上肢リンパ浮腫患者における患肢
の水分分布を調査しました。その結果、上肢リンパ浮腫の水分分布は前腕尺
側に偏りがあり、その部位に焦点を当てたケア（リンパドレナージなど）を考
えられる可能性が示唆されました。現在は、ケア時間を短縮し、患者が継続で
きるセルフケアを目指して、動物を用いたリンパ浮腫の基礎研究に取り組ん
でいます。ラットでは、リンパ節郭清等によりリンパ流が阻害されると余剰
リンパを逃がすための迂回路が生じます。このことに焦点を当て、患者が自
分自身で行うリンパマッサージの方法を確立できないかを考えています。
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図1.リンパ浮腫のセルフケア 図2.リンパ節郭清後のラットのリンパ流　（迂回路形成の例）
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